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要旨：格と意味役割（theta role）は名詞句に存在する二つの要素である。日本語を代表とした多くの

言語には格と意味役割の関係がより複雑で、同じ格を持っている二つの名詞句でも異なる意味役割が

あるのは一般的である。本研究におけるチャン語の栄紅方言には他の言語と異なる反例が呈示され、

チャン語には内外項、格、意味役割その三つの中に一致関係が存在すると見つけれている。チャン語

はチベット＝ビルマ語族の活格言語として、他動詞の主語は非能格動詞の主語と同じ、活格を持って、

対照的に他動詞の目的語は非対格動詞の主語と同じ、非活格を取るとなる。よって、本研究はチャン

語には外項が意味役割により活格を獲得、そして内項がＶにより非活格を取ると主張する。言い換え

れば、チャン語には意味役割が外内項という位置特徴と結びつけた上で格と一致関係を立てることで

ある。したがって、チャン語のデータから見ると、チャン語には意味役割、格、意味役割その三つが

一致関係が存在する可能性があり、本質的に抽象構文木における特定位置であると考えられる。 

 

1. はじめに 

能格性があるチベット語におけるラサ方言では以下のように、自動詞文の主語には絶対格と能格を付

与されると見つけられた。 

 

(1) ńää   chin    ko     

1SG go AUX 

‘I shall go.’ rather than ‘I go.’ 

 

チベット=ビルマ語族に属するチャン語には最近の調査からみると、自動詞文に能格分裂現象があり、

非能格動詞文の主語しか動作主標識/wu/で標記されると発見された。 

 

(2) a. χumtȿi(-wu) khumtsi(-*wu) zǝ -dʑǝ-u. 

χumtȿi(-AGT) khumtsi(-*AGT) DIR-hit-postfix 

χumtȿi hits khumtsi。’ 

b. the:-wu sei 

3SG-AGT run/walk 

‘S/he is running.’ 

c.  *the-wu die-ȿe 

   3SG-AGT  DIR-die      

‘S/he died.’ 

上記により、チャン語は活格言語として外項しか能格/wu/を付与されないと仮定する。 
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2. 背景 

2.1 格配列 

Dixon (1994) は文の主要項を三種類に区別する。それは他動詞文の主語 A(gent)と目的語 P(atient)、自

動詞文の主語 S(ubject)である。格配列とは三種類の項における格により、同じパターンを持つ項をグ

ループして、それで異なる配列を作ることである。格標示のタイプにより、自然言語を異なる言語型に

分けて、その中に普遍的なのは対格型で、A と S は同じパターンが示され、P は異なるパターンである。 

 

(3) a.    S 

She has arrived. 

b.   A       P 

She praised him. 

 

対照的に、能格型言語では S と P は同じパターンが示され、A は異なるパターンである。 

 

(4)  a.     S 

Martin-Ø        etorri         da 

Martin-ABS     arrive        AUX 

‘Martin has arrived.’ 

b.   A                 P 

Martin-ek        Diego-Ø      ikusi    du 

Martin-ERG     Diego-ABS    see     AUX 

‘Martin has seen Diego.’ 

 

 

能格型に関連する言語型は「活格型」で、動作（・非動作）格型（角田 1991）と split-s system

（Dixon 1994）とも呼ばれる。この型を持っている言語は自動詞文の唯一項が二つのタイプに分けち

れる。一つのタイプは他動詞文の主語と同じ格が持つ、(SA)と示される。もう一つのは他動詞文の目的

語と同じ格が持つ、(SP)と示される。前者の自動詞文は非能格動詞文（unergative verb）で、後者のは

非対格動詞文（unaccusative verb）である。チャン語の調査から見ると、チャン語における活格の特徴

はバスク語と同じだが、異なるのはチャン語の主要項がただ A と P だけに分けることであり、詳しく

はセクション 3 で紹介される。 
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(5) a.  A   P 

emakume-a-k  emakume-a ikusi  du. 

  woman-DET-ERG  woman-DET seen has 

  ‘The woman saw the woman.’ 

b.  S(p) 

emakume-a  erori  da. 

  woman-DET  fallen  is 

‘The woman has fallen.’ 

   c. S(a) 

emakume-a-k   barre  egin du. 

  woman-DET-ERG  laugh  done has 

  ‘The woman has laughed’ 

       (Laka 1993) 

 

2.2 チャン語の基本構造 

チャン語（羌語、Qiang language） は四川省西部、アバ州蔵族チャン族自治州に暮らすチャン族（チ

ャン語を話せる蔵族もいる）が使っている少数民族言語である。チャン族は大きく南部方言と北方方

言に区別され、お互いには大きな違いがある。北方方言の文法特徴は主に、多様な接置詞を通じて反

映されているが、南方方言は異なる音調で意味を伝え、北方方言より接置詞が少ないとなる。今回の

研究対象はチャン語の栄紅方言で、北方方言の一つである。説明のために、以下はチャン語と呼ぶ。

基本の文法構造について、チャン語は SOV の語順で,主語-述語一致関係（subject-predicate agreement）

が存在する。チャン語には通用文字がない。 

 

(6)    a.   qɑ the: lǝɣz e-pen de-l-ɑ. 

1SG 3SG  book one-CL DIR-give-1SG 

‘I gave him a book.’ 

b. ʔu pautȿǝ  tse-n 

2SG newspaper look at/read-2SG 

‘you’re reading the newspaper.’ 

c.  the: fɑ χuǝlɑ-Ø 

3SG clothes wash:3SG 

‘He is washing clothes.’ 

d.  Khuaʁl-le: die-ȿe 

puppy-DEF:CL DIR-die 

‘The puppy died.’ 

e.  ʐawa ɦo-ɣlu. 

stone  DIR-roll 

‘The stone roll down ‘(L&H 2003: 77,122,143) 
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そ して チ ャ ン 語 に は 時 制 （tense） が 存 在 し な い 。 完 成 相 （perfective aspect） は 趨 向 接 頭 語

（directional prefix）という接置詞で表示される。相と趨向接頭語の関係はより複雑で、未来の研究課

題となる。 

 (7)  a.  Nǝs  qɑ ǝ -qɑ -lai                  the:           stuɑhɑ  tɕhǝ. 

yesterday  1SG    DIR-go:1SG-DEF:one:time  3SG           food/rice  eat 

‘Yesterday when I entered the room, s/he was eating.’ 

 b.   qɑ/Ɂũ/mǝ  u-su-ɑ/-n/-ø 

1SG/2SG/older.brother DIR-study-1SG/2SG/3SG 

‘I/you/big brother finished studying.’ 

c.   qɑ/Ɂũ/mǝ  su-ɑ/-n/-ø 

1SG/2SG/older.brother  study-1SG/2SG/3SG 

‘I/you/big brother am/are/is studying.’ 

 

3.  データと分析 

3.1 チャン語の格配列 

以下のように、他動詞の主語にあたる項に出現できる標識は話題標識以外に/wu/しかない。これによ

り筆者たちは/wu/が格標識であると主張する。 

以下の例では他動詞文の主語が/wu/格を持つことができるが、他動詞句の目的語および自動詞の主語

はできない。これらの例では、チャン語の単文は能格配列のように見える。 

 

(8) a. χumtȿi-wu     khumtsi-*wu       zǝ -dʑǝ -u. 

χumtȿi-AGT  khumtsi-*AGT       DIR-hit-postfix 

‘χumtȿi hit khumtsi.’ 

b.   χumtȿi-*wu die-ȿe 

χumtȿi-*AGT DIR-die 

‘χumtȿi hit died.’ 

 

しかし以上の一般化を違反する例が大量に存在している。以下の自動詞文では、(b)例のような非対格

動詞では主語に/wu/があると非文となるが、(a)例のような非能格動詞の場合、主語には/wu/があって

もなくても正しい文であり、意味も変わらない。つまり、/wu/は(b)例の主語には出現できないが、

(a)例の主語には出現でき、かつ発音は省略できる。 

 

(9) a. the:(-wu)    sei  b. Khuaʁl-le:*-wu  die-ȿe 

3SG-AGT  walk/run  Puppy-DEF:CL-AGT DIR-die 

‘S/he is running.’    ‘The puppy died.’ 

これにより、筆者たちはチャン語が Dixon(1994)が指摘した Split-S 型の活格言語の一つであり、前述

のバスケ語と類似なモデルを持っていると主張する。 

活格言語も能格言語のように分裂能格性が見られる(GÛR GD'YEM/PENG, 2023)。すなわち特定な環
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境では元々能格配列を呈する文は対格配列を呈することである。Dixon (1994)は、単文で分裂能格性

を引き起こす要素が主に以下三つと述べた：a) 動詞の種類；b) 項の有生性の差異；c) 異なる時制と相。 

このうち、a)は活格言語を指す。以下ではチャン語で b)と c)の分裂能格を引き起こす能力を検証する。 

(10) a.  qɑ-wu/rǝu-wu                     guǝ            ǝ zǝ 

1sg-ERG/stone-ERG        road         block 

‘I/a stone block(s) the road.’ 

b. Tshǝmɑ -wu qɑ -dʑoquq-tɑ         ǝ -tȿ -(sa) 

Thorn-ERG 1SG-foot-LOC          DIR-pierce-1SGU 

‘A thorn pierced my foot.’ 

c.  qɑ/Ɂũ/mǝ-wu                           su-ɑ/-n/-ø 

1SG/2SG/older.brother-AGT  study-1SG/2SG/3SG 

‘I/you/big brother am/are/is studying.’ 

d. qɑ/Ɂũ/mǝ-wu   u-su-ɑ/-n/-ø 

1SG/2SG/older.brother-AGT DIR-study-1SG/2SG/3SG 

‘I/you/big brother am/are/ finishing studying.’ 

以上の例で分かるように、項の有生性(10a,b)も相(10c,d)の差異も格配列に影響しない。他動詞の主語

項と非能格動詞の項は外項位置に生成され、他動詞の目的語項と非対格動詞の項は内項位置に生成さ

れるので、以下の一般化が得られる。 

 

(11) チャン語では、外項は常に同じ格が付与され、内項は常にそれと異なるもう一つの格が付与

される。 

 

3.2 チャン語の格付与 

活格標識/wu/ 

チャン語の自動詞文では、非対格項と非能格項は格が異なるが、どれも文の先頭にあり、かつ斜格項

ではない。つまりこの異なる格は同じ位置で構造格のメカニズムで付与されるのではない。 

非対格項と非能格項はそれぞれ述語の外項と内項位置に生成され、前者は Agent などの主題役割を持

つ、後者は Patient などの主題役割を持つ。この事実から、筆者たちはチャン語において/wu/で標識さ

れている格は Woolford (2006)が提案した内在格であり、theta-role により付与すると主張する。 

チャン語では、Instrument や Causer などの項も/wu/で標識されているので、以上の主張はチャン語で

これらのこうは Agent 項と相似性があると意味するが、これは Sheehan(2017)の主張とも一致してい

る。 

非活格標識 ø 

そして、他動詞の目的語位置および非対格動詞に出る非活格項は、Legate 2012 が提案したデフォルト

格として V に付与されると主張する。このような V から付与する絶対格のような格は、実質的には項

は正しい形態格（主格や対格）が得られない場合、形態部門に付与されるデフォルト格である。

Legate 2012 はデフォルト格は T に由来と V に由来二つの可能性があると述べたが、チャン語は時制が

ない点から T 主要部は存在しても機能が不完全のため、T が格付与子の可能性が排除できる。 
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4. まとめ 

本研究はチャン語栄紅方言の単文において項の分布を調査した。チャン語では外項は常に格標識/wu/

が付与されるが、内項では不可能である。この規則は自動詞と他動詞の差異、項の有生性の差異、そ

して相の差異などに影響されない。筆者たちはこれによりチャン語は活格言語でありながら、一般的

な活格言語と違い、S Sa Sp P の対立ではなく、A と P のみが存在すると主張する。 

本研究はチャン語の単文における格付与モデルを提案した。外項の活格は内在格として主題役割と共

に付与される。そして、内項の非活格は V により付与され、実質的には不完全な対格である。 

チャン語のテータは、この言語では外/内項、主題役割と格とは三位一体のような関係があると示唆し

ている。このような三位一体の関係は筆者たち今後の研究課題でもある。 

 

グロスリスト 

ABS 絶対格     DIR 趨向接頭語（directional prefix） 

AGT 動作主標識    ERG 能格 

AUX 助詞     LOC 場所標識 

CL 助数詞     SG 人称単数 

DEF 確定標識（definite marker   U 非動作主標識(Non-actor marking) 

DET 限定詞 
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